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安全データシート（ＳＤＳ）  
 

【製 造 者 情 報 】           

   会 社 名   三 喜 工 業 株 式 会 社 

                  住 所   千 葉 県 千 葉 市 中 央 区 今 井 1-4-16 

                  担 当 部 門   技 術 部  

                  電 話 番 号   ０４３－２６２－８１００ 

                  F A X 番 号   ０４３－２６３－２６３８ 

                  緊急連絡先  ０４３－２６２－８１００ 

 

作 成 日  平 成 28 年 09 月 08 日  

改 定 日  平 成 28 年 12 月 21 日  

整 理 番 号  NBR-SPCN 

 

【製 品 名 】                                ：  ＰＫ－５６ ニュートップシール 

 

【組 成 、成 分 情 報 】 

   単一製品・混合物の区分   ：   混 合 物  
化学名                                    ：  NBR/PVC 加硫ゴム発泡体 

アクリル粘着物 

NBR/PVC スポンジ部分 

成分 化学名 含有量（％） 

原料ゴム 
NBR ゴム 20～30 

PVC 20～30 

発泡剤 有機発泡剤 3～7 

充填剤・補強剤等 無機充填剤 30～40 

加硫剤等 ― 3～8 

軟化剤・可塑剤等 ― 5～10 

 

アクリル粘着部分 

原料ポリマー アクリル樹脂 50～70 

粘着付与剤 ― 20～40 

含有量については製品規格上、記載順に上記のような幅で変動することがある。 

化審法、CAS 番号、国連番号については原料メーカー非公開のため詳細は不要である。 

 

 

【危 険 有 害 性 の要 約 】 

   最 重 要 危 険 有 害 性       ： 特 になし。 

有 害 性                 ： 有 害 に関 する情 報 はない。 

物理的及び科学的危険性 ： 可 能 性 のある固 体 。 

分類の名称（分類は日本方式）  ： 分 類 基 準 に該 当 しない。  

 

【応 急 処 置 】 

通 常 は固 体 のため取 扱 い上 の問 題 はないが、過 度 の高 温 下 での保 管 でガスが発 生 したり、何 ら

かの作 業 で微 粉 状 物 が発 生 する場 合 の処 置 を示 す。 

吸 入 した場 合                     ：  多 量 に吸 入 した場 合 は鼻 をかみ、うがいをして医 師 の診 察 を受 ける。 

皮 膚 に付 着 した場 合      ：  付 着 物 を拭 き取 り、水 と石 鹸 でよく洗 う。かゆみや炎 症 等 の症 状 がある 

                                                    場 合 は速 やかに医 師 の診 察 を受 ける。 
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目 に入 った場 合                ： 清 浄 な水 で最 低 15 分 間 洗 眼 し異 物 を取 り出 した後 、眼 科 医 の手 当 て 

    を受 ける。 

飲 み込 んだ場 合               ： 多量の水または牛乳を飲ませて吐き出させ、直ちに医師の診察を受ける。     

 

【火 災 時 の処 置 】 

  消 火 剤                               ：  水、泡、粉末、二酸化炭素、乾燥砂などを用いる。 

  消火方法            ：  火元への燃焼源を断つ。 

燃焼ガスには、不完全燃焼により黒煙、一酸化炭素、窒素酸化物、塩化水素、

その他の有害ガスが発生する可能性があり、状況に応じて適切な空気呼吸器、  

消火防毒マスク防火服を着用する。 

消火を行う者の保護           ：  消火作業の際には有毒なガスを吸い込まないように呼吸用保護具を着用し、風  

上から消火作業を行う。 

 

【取 扱 い及 び保 管 上 の注 意 】 

〇 取 扱 い         

技術的対策                         ：  火気厳禁。電機機材は防爆構造にするほか静電気、スパークなどによる着火源 

                                                   を生じないようにする。  

注意事項                              ：  取り扱いは換気の良い場所で行い、関係者以外の立ち入りを禁止する。 

〇 保  管 

  適切な保管条件                 ：  適切な換気のある乾燥した冷暗所に密封して保管する。 

                                                     その他、消防法、労働安全衛生法等の法令に定めることに従う。 

 

【曝 露 防 止 及 び保 護 措 置 】 

  設 備 対 策                            ：  設 定 されていない。 

  管 理 濃 度                            ：  設 定 されていない。 

  許 容 濃 度                            ：  日 本 産 業 衛 生 学 会 （2000 年 ）：記 載 なし。 

  ＡＣＧＩＨ（2000 年 ）        ：  記 載 なし。 

〇 保護具 

  手の保護具                          ：  手袋。 

  皮膚及び身体の保護具    ：  作業衣、安全靴。 

  適切な衛生対策                 ：  作業中は飲食、喫煙をしない。 

 

【物理的及び化学的性質】 

  形  状                                   ：  定 形 状 。 

  臭  気                                   ：  微 臭 あり。 

  比  重                                   ：  0.05～0.10（スポンジ部 ）/1.00～1.30（粘 着 部 ）。 

  沸 点 /蒸 気 圧 /融 点 /初 瑠 点 /揮 発 点 /軟 化 点  ：  該 当 せず。 

溶 解 度                                 ：  水 に不 溶  

 

【安定性及び反応性】 

  引 火 点                                 ：  データなし。 

  発 火 点                                 ：  データなし。 

  可 燃 性                                 ：  燃 焼 性 あり。 

  発 火 性 （自 然 発 火 性 と水 との反 応 性 ）     ：  なし。 

  安定性・反応性                   ：  通常の取扱い条件においては安定。 

 

【有害性情報】（人についての症状、免疫学的情報を含む） 

  現 在 のところ知 見 なし。 

 

【環 境 影 響 情 報 】 

  現 在 のところ知 見 なし。 
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【廃 棄 上 の注 意 】 

産業廃棄物（廃油と廃プラスチック類の混合物）として許可を受けた専門業者に処分を委託する。 

 

【輸 送 上 の注 意 】 

  注 意 事 項                      ：  取 扱 い及 び保 管 上 の注 意 の項 の記 載 に従 うこと。 

ケースの転 倒 、落 下 、損 傷 のないように積 み込 み、荷 崩 れ防 止 を確 実 に

行 うこと。火 気 厳 禁 。 

  国 内 規 制                      ：   陸上輸送・・・消防法、労働安全衛生法等に定められている運送方法に従う。 

                                                海上輸送・・・船舶安全法に定められている運送方法に従う。 

                                                航空輸送・・・航空法に  定められている運送方法に従う。      

 

【適 用 法 令 】 

  消 防 法 、労 働 安 全 衛 生 法 等 の法 規 制 の適 応 外 。  
  PRTR 法                      ：   該 当 物 質 使 用 せず。  
  建 築 基 準 法                ：   ホルムアルデヒド、クロルピリホス該 当 せず。  
 
【その他 】  
①  危険・有害性の評価は必ずしも万全ではないので、取扱いには充分注意してください。 
②   この化 学 物 質 等 安 全 データシートは当 社 の製 品 を適 正 にご使 用 いただくために必 要 な注 意  

事 項 を簡 潔 にまとめたものであり、通 常 の取 扱 いを対 象 としたものです。  
③   本 製 品 は、この化 学 物 質 等 安 全 データシートをご参 照 の上 、使 用 者 の責 任 において適 正 に  

取 扱 ってください。  
④  ここに記 載された内 容は、現 時 点で入 手 できた情 報やメーカー所 有の知 見によるものです。これ 

らのデータや評 価は、いかなる保 証をなすものではありません。 
⑤   また ,法 令 の改 正 及 び新 しい知 見 に基 づいて改 定 されることがあります。  
⑥   当 該 製 品 は弊 社 から出 荷 時 及 び通 常 の使 用 においては固 体 であり、SDS 提 供 義 務 の対 象  

となる製 品 ではありません。  
 

 
 

以 上  


